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「表現」 の在り方 を 考える上での 大きな 論点	


・ 他律的表現　（関係論的表現	
  )	
  	
  か？     自律的表現 か？	
  

・ 自律的表現	
  =	
  	
  	
  	
  他領域	
  (	
  政治・経済など） に依存ぜず、独自の世界で成立する表現。	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  ヨーロッパの「近代」 （	
  18C〜）のみに見られる動向。	
  
　	
  
	
  
	
  
	
  ・ 自律的表現	
  	
  =	
  	
  西洋近代的 な 「藝術」 なるもの。　「西洋近代藝術」。	
  
	
  	
  
・  今日の「表現」の在り方を考える上での大きな論点	
  
　　　　→	
  	
  「西洋近代藝術」	
  	
  (自律的表現）　を、各自、 どのようにとらえていくか？   	


・ 他律的表現	
  =	
  他領域	
  (政治・経済など）　に 依存し、それらとの関係で成立する表現。　     	




今日は、 西洋音楽の歴史を通して、	
  
	
  
他律的表現　（社会につながるアート)	
  　と   自律的表現	
  (藝術)	
  
	
  
　を、考えるための 「材料」 （の少し	
  ）	
  	
  を	
  提供したい。	
  



バロック音楽の時代	
  
〜	
  王侯貴族のための音楽 〜	
  

	
  
　（17世紀〜18世紀）	


11 	
 



画像：DVD 「モンテヴェルディ:歌劇《オルフェオ》リセウ大歌劇場2002 」　[COBO-6250] より 
 ( C.モンテベルディ,  1606年作曲 )   



 
　「 中世からルネサンスへむけての西洋音楽史は、 
 
　　『宗教から生まれた音楽が、徐々に裕福な貴族のための 
 
　　 快適な楽しみへ移行していくプロセス』として 
 
　　 理解できるだろう 」 
               　　　　　　　　　　[岡田暁生：66 ] 　 

画像：DVD 「モンテヴェルディ:歌劇《オルフェオ》リセウ大歌劇場2002 」　[COBO-6250] より 
 ( C.モンテベルディ,  1606年作曲 )   
 



バロックの音楽の時代背景	


•  時代	
  (1600-­‐1750)	

　　	
  	
  	
  -­‐	
  ルネサンス音楽(1200頃-­‐1600頃)	
  のあと。	


	


・  政治的背景　＝　「絶対主義」 	


	
　	
  -­‐	
  16C-­‐18Cのヨーロッパ	
  
	
   	
  	
  	
  	
  -­‐	
  国王が行政・司法・軍事等を、誰の制約も受けず行使	


　　　　する政治体制	


 	


	
	
  	
→　オーストリア 「ハプスブルグ朝」         (マリー・アントワネットの生家)	


	
	
 	
→　フランス　　　「ブルボン朝」　（ルイ14世	
  “太陽王”	
  	
  在位	
  1643-­‐1715	
  ）	


	
	
 	
→　ロシア	
 	
　「ロマノフ朝」 	
  (	
  エカチェリーナ2世,	
  	
  第8代ロシア女帝,	
  在位	
  1762-­‐1796)	
  	


	
	
 	
→　イギリス　	
　「チューダー朝」 (	
  エリザベス1世,	
  	
  第5代英国女王,	
  在位	
  1558-­‐1603)	
  	
  



バロックの音楽の時代背景	


•  絶対王政の背景	
  	
  	
  

　　	
  -­‐	
  「王権神授説」    	
  
　　　　神から王権を付託されたとする考え。これに基づいて	
  
　　　　国王はローマ教皇の権威から独立し、人民を支配した。	
  
	
  
	
  
	
  
　　	
  	
  	
  	
  ex.	
  	
  	
  新約聖書 「ローマの信徒への手紙」 第13章	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  (絶対王政がその理論的根拠とした聖書の記述の一つ)	
  

	
  
　　　	
  



バロックの音楽の時代背景	


・ 「バロック」　baroque　の 美意識	
  
	
  	


	
	
  -­‐	
  バロック とは 「いびつな真珠」 の意味　	


	
	
  -­‐	
  ルネサンスと比較して「美術の趣味が悪い」という否定的な語	
  
	
  	
  -­‐	
  ルネサンス	
  (調和の美)	
  ⇔	
  バロック	
  (劇的な美)	
  

	
  
	
  
	
  
・　音楽の拠点　→　イタリア	
  	
  	
  	
  (	
  フィレンツェ,	
  ローマ,	
  ナポリ )	
  
　　　　　　　　　　　　　フランス	
  	
  (ヴェルサイユ）  	
  



イタリア・バロック美術の代表   
 ベルニーニ　彫刻と建築 『聖女テレジアの法悦』 ( 1645-1652) 　大理石    
 

サンタ・マリア・デッラ・ヴィットーリア教会コルナロ礼拝堂 (ローマ) 



イタリア・バロック美術の代表  
 ベルニーニ　彫刻と建築 『聖女テレジアの法悦』 　( 1645-1652)    
 

サンタ・マリア・デッラ・ヴィットーリア教会コルナロ礼拝堂 (ローマ) 



   イタリア・バロック美術の代表  
    ベルニーニ　彫刻と建築 『サン・ピエトロ大聖堂前の列柱廊』( 1607-1615)    
 

ベルニーニ作 『ルイ14世胸像』 (1665)   大理石、  ベルサイユ宮殿  ディアナの間　  
撮影	
  T.ISHII	




   イタリア・バロック美術の代表  
    ベルニーニ　彫刻と建築 『サン・ピエトロ大聖堂前の列柱廊』( 1607-1615)    
 



バロックの音楽	


	


　Q	
  .	
  	

　バロックの音楽を代表する作曲家といえば？	




バロックの音楽	


	


　　A	
  .　（想定される模範的解答）	
  
	
  	

　　	
  J.S.バッハ      Johann	
  SebasOan	
  Bach (1685-­‐1750)	
  
	
  
	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
  or	
  

	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  G.F.ヘンデル　Georg	
  Friedrich	
  Händel	
  (1685-­‐1759)	

	
  	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
  	
  

Q	
  .	
  	

　 バロックの音楽を代表する作曲家といえば？	

　	




バロックの音楽	


　J.S.バッハ Johann	
  SebasOan	
  Bach (1685-­‐1750)	
  	
  
	
  	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
  	
  

	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  《マタイ受難曲》	
  BWV	
  244	
  	
  -­‐	
  第1曲 合唱「来たれ、娘たちよ、我と共に嘆け」	
  

	
  	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
  	

《2つのヴァイオリンのための協奏曲　ニ短調	
  》 　BWV1043　「第１楽章」	




バロックの音楽	


	


　　A	
  .　（想定される模範的解答）	
  
	
  	

　　	
  J.S.バッハ      Johann	
  SebasOan	
  Bach (1685-­‐1750)	
  
	
  
	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
  or	
  

	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  G.F.ヘンデル　Georg	
  Friedrich	
  Händel	
  (1685-­‐1759)	

	
  	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
  	
  

Q	
  .	
  	

　 バロックの音楽を代表する作曲家といえば？	

　	


?? 	
 
しかし、本当に、彼らの作った音楽こそが、まさにバロック 的といえるのか？	




	
  
　　　	
  
	
  	
   	
  それでは、　　　	
  
	
  	
   	
  「バロック音楽」の内実とは？	
  

	
  
	
  



２つの側面から探るバロック音楽	


1. 社会機能的側面	
  

2. 音楽書法的側面	
  
	
  
	
  

	




バロック音楽の社会機能的側面	




	


 
 
この時代 (16C～18C) の 西欧の「社会」とは 

　 

「絶対王政」の時代 
 
 
 
 
 



フランス　「ブルボン朝」　ベルサイユ宮殿 

「 正殿 」 
hXp://bienvenue.chateauversailles.fr/en/accueil	




フランス　「ブルボン朝」　ベルサイユ宮殿 
「 ラトナの泉水」と「大運河」 
hXp://promptguides.com/paris/_photos/versailles/versailles_008.jpg	




フランス　「ブルボン朝」　ベルサイユ宮殿 
hXps://ciejai.files.wordpress.com/2013/11/dscn08201.jpg	

「 オランジュリー庭園」と「スイス人の池」 



フランス　「ブルボン朝」　ベルサイユ宮殿 
hXp://en.wikipedia.org/wiki/Hall_of_Mirrors	

「 鏡の回廊 」 



フランス　  「ブルボン朝」　ベルサイユ宮殿 

「 王妃の正殿 」 マリー・アントワネットの寝室 
hXp://commons.wikimedia.org/wiki/File:Versailles_Queen%27s_Chamber.jpg	




フランス　  「ブルボン朝」　ベルサイユ宮殿 
プチ・トレアノン「 社交の間 」 
撮影:  T. ISHII 



フランス　  「ブルボン朝」　ベルサイユ宮殿 
「王妃の村里」 
撮影:  T. ISHII 



フランス　「ブルボン朝」　ベルサイユ宮殿 
「 王室オペラ劇場」 
http://jp.chateauversailles.fr/jp/discover-the-estate/the-palace/le-chateau/lopera-royal-jp 



フランス　「ブルボン朝」　ベルサイユ宮殿 
「 王室オペラ劇場」 
http://jp.chateauversailles.fr/jp/discover-the-estate/the-palace/le-chateau/lopera-royal-jp 



フランス　「ブルボン朝」　ベルサイユ宮殿 
「 王室オペラ劇場」 
Photo récupérée sur le site de l'opéra royal de Versailles 





「この時代の王侯貴族は、自分の富と権威を誇示すべく、競って巨大な宮殿を建てた。 
 
そのモデルとなったのはルイ十四世のヴェルサイユ宮殿だ。 
 
そこでは 毎日のように祝祭が行われ、花火大会や馬上試合や舞踏会や晩餐会や 
 
バレエやオペラといったスペクタクルが惜しげもなく提供された。 
 
刹那的な富の浪費こそが、絶対的王権の証しだった」                  
 
                          
                                                                                                           [ 岡田暁生 : 65 ] 



「『 王は願望を述べ、芸術家たちは構想を提出し、役人達は計算し、委員会では協議 
 
　　が行われた。手職人の一隊、大工、画家、仕立屋、庭師、料理人が動員された。 
 
 
　〔中略〕数千人の労働者が10万時間働いた、 ̶  それもおそらく一夜のうちに 
 
　　浪費されるためであった 』 ( 〔※ リヒャルト・アレヴィン『大世界劇場』より〕」  
 
 
 
 
 
「　花火、衣装、食事、建築、噴水、庭園、芝居、踊りなどと並んで  
 
        ̶̶  こうした壮大な祝祭を演出するために欠かせない小道具の一つが、 
 
　　音楽だったのである 」                 
 
                          
                                                                                                           [ 岡田暁生 : 65 - 66 ] 



 
バロック音楽の社会的機能は第一に 
 

王様を讃える音楽 



ルイ14世　と　作曲家リュリ　 

ルイ14世 「太陽王」 在位 1643-1715 
バレエ好きなフランス国王  

ルイ14世の宮廷楽長。イタリア生まれ。 
フランス貴族社会で権勢をほしいままにした。 
喜劇作家 モリエール ( 脚本)  との共作し、 
「コメディ = バレ」 を創作。 



ルイ14世　と　作曲家リュリ　 

映画  『王は踊る』　 
 ( Le Roi danse ,  2000制作,  ジュラール・コルビオ監督, ベルギー ) 
 
 - 作曲家 ジャン=バティスト・リュリの生涯を描いた映画 
 - 当時の宮廷と音楽との関係がよく描かれている映画 
 - 1653年に宮廷で自ら「太陽王」に扮して上演した 宮廷バレエ 『夜』の様子も。 
 -  貴族の反乱 (フロンドの乱) を制圧した直後の公演であった。 
 - 『夜』は 彼の権力を誇示する機会となり、以後「絶対王政」が開始される。 
 -  当時、ルイ14世は 15歳。 
  
 
 
 
※　ルイ14世は背を高く見せるために 「ハイヒール」 をはくことを好んだ。映画でそれにちなんだ描写もあり。 
        

参考資料  [ 白石 , 1991 ] 



映画 『王は踊る』 (2000年 ) より  ( 6分程度 )  

1653年、15歳 の ルイ14世が「太陽王」に扮して上演した 宮廷バレエ 『夜』の様子。 
作曲家 リュリは ルイ14世の寵愛を受けて宮廷楽長となり権勢をふるった。 
王を讃えるために音楽を書いたリュリにおいて、バロック音楽の社会的側面の一つの
典型をみることができる。	




バロック音楽の音楽書法的側面	




バロック音楽の音楽書法的側面	


歌詞の内容伝達を重視する音楽	
  
	
  

	
  	
   	
   	
  　　　　	




バロック音楽の音楽書法的側面	


歌詞の内容伝達を重視する音楽	
  
	
  
音楽サークル 「カメラータ」  (	
  1600年頃	
  ,	
  イタリア・フィレンツェ	
  )	
  	
  

	
  	
  -­‐	
  ルネサンスの流れでギリシャの古典が研究	
  
	
  	
  -­‐	
  詩と音楽の理想的融合の範	
  	
  →	
  ギリシャ悲劇	
  
	
  	
  -­‐	
  ギリシャ悲劇の復興を目指した。	
  
	
  	
  -­‐	
  作曲家 カッチーニ や  ガリレイ	
  (ガリレオの父)など 　　　	




バロック音楽の音楽書法的側面	


歌詞の内容伝達を重視する音楽	
  
	
  
音楽サークル 「カメラータ」  (	
  1600年頃	
  ,	
  イタリア・フィレンツェ	
  )	
  	
  
	
  	
  -­‐	
  ルネサンスの流れでギリシャの古典が研究	
  
	
  	
  -­‐	
  詩と音楽の理想的融合の範	
  	
  →	
  ギリシャ悲劇	
  
	
  	
  -­‐	
  ギリシャ悲劇の復興を目指した。	
  
	
  	
  -­‐	
  作曲家 カッチーニ や  ガリレイ	
  (ガリレオの父)など 　　　	


→	
  	
  「オペラ」 の 誕生	




バロック音楽の音楽書法的側面	


歌詞の内容伝達を重視する音楽	
  
	
  
	
  -­‐	
  ルネサンス音楽（対位法の音楽）は	
  

　　歌詞が聞き取れないからバロックでは嫌われた。　　	
  

	
  	
   	
   	
  　　　　	




バロック音楽の音楽書法的側面	


	
  	
   	
   	
   	
  　	
  
一人の歌手と楽器の伴奏の、	
  

歌詞が聞き取りやすい音楽の形が生まれた　	
  
	
  
　　　→　　「モノディー様式」	
  

　　 オペラの 「レチタティーヴォ」 と 「アリア」 へ　　	
  



バロック音楽の音楽書法的側面	


【	
  聞き比べ】	
  
	
  
パレストリーナ　（ルネサンス期	
  ,	
  対位法様式）	
  
	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  
A.	
  スカルラッティ	
  (バロック期	
  ,	
  モノディ様式）　　　	
  

《ミサ・ナシェ・ラ・ジョイア・ミア Missa	
  Nasce	
  La	
  Gioja	
  Mia	
  》	
  	
  -­‐	
  Kyrie	
  	
  (1590)	


アリア	
  《菫 すみれ	
  》	
  	
  -­‐	
  歌劇 「ピッロとデメートリオ」より  	




バロック音楽の音楽書法的側面	


【概略】	
  
	
  
ルネサンスにおける古典研究	
  
↓	
  
ギリシャ悲劇の復元  (	
  フィレンツェの音楽サークル「カメラータ」	
  )	
  
↓	
  
歌と伴奏の形   (	
  「モノディー様式」	
  →	
  「レチタティーヴォ」や  「アリア」	
  )	
  
↓	
  
感情表現の追求	
  

「オペラ」の誕生  　　　	
  



バロック音楽の音楽書法的側面	


	
  
世界初の本格的オペラ	
  
	
  
オペラ	
  『オルフェオ』	
  (1607)　	
  
	
  
作曲	
  :	
  クラウディオ・モンテベルディ	
  (1567-­‐1643,	
  イタリア)	
  

	
  



バロック音楽の音楽書法的側面	


世界初の本格的オペラ	
  
オペラ	
  『オルフェオ』	
  (1607)　作曲	
  :	
  モンテベルディ	
  	
  
	
  
【あらすじ】	
  
	
  
・ 古代ギリシャ時代、オルフェオ(男)	
  はエウリディーチェと結婚した	
  
・ しかし、妻エウリディーチェは毒蛇にかまれて死ぬ	
  
・ 悲しむオルフェオは神に頼んで 天国から妻の奪取を試みる	
  
・ 神からの条件は、帰路にて妻の顔を見ないことであった	
  
・ しかし、オルフェオは天国からの帰路に妻の顔を見てしまう	
  
・ 妻は消えてしまう。	
  
・ なので、オルフェオ自身も天国へいって妻と暮らすことにする。	
  

	
  



DVD 「モンテヴェルディ:歌劇《オルフェオ》リセウ大歌劇場2002 」　[COBO-6250] より 

世界初の本格的オペラ　 『オルフェオ』	
  (1607)　作曲	
  :	
  モンテベルディ	
  	
  
	




イタリア・バロック美術の代表  
 ベルニーニ　彫刻と建築 『聖女テレジアの法悦』 　( 1645-1652)    
 

DVD 「:歌劇《オルフェオ》 」[COBO-6250] より 
 
 

バロックにみる  「感情表現の追求」　・  「激情」    	
  
	




バロックの音楽	


	


　Q	
  .	
  	

　バロックの音楽を代表する作曲家といえば？	




バロックの音楽	


	


　　A	
  .　（想定される模範的解答）	
  
	
  	

　　	
  J.S.バッハ      Johann	
  SebasOan	
  Bach (1685-­‐1750)	
  
	
  
	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
  or	
  

	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  G.F.ヘンデル　Georg	
  Friedrich	
  Händel	
  (1685-­‐1759)	

	
  	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
  	
  

Q	
  .	
  	

　 バロックの音楽を代表する作曲家といえば？	

　	


?? 	
 
しかし、本当に、彼らの作った音楽こそが、まさにバロック 的といえるのか？	




バロックの音楽	


	


　　A	
  .	
  	

　　J.S.バッハ	
  ?	
  
	
  	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  

この時代の音楽様式を	

特徴づけるという点では	

	
  
バッハは、 しかし、	
  
	
  
必ずしも	

「典型的な作曲家」	

とは言い難い。	

	




　	


	
  
　ルネサンス　＝　キリストのための音楽	
  
	
  
　バロック　　　＝　王様のための音楽	
  
	
  
　　	
  
　バッハ　　　	
  	
  	
  	
  =	
  	
  ?	
  
	
  

バッハとバロックの関係	
  
社会機能的側面	




　	


	
  
　ルネサンス　＝　キリストのための音楽	
  
	
  
　バロック　　　＝　王様のための音楽	
  
	
  
　　	
  
　バッハ　　　	
  	
  	
  	
  =	
  	
  キリストのための音楽　（旧）	
  
　　　　　　　　　　　プロテスタント（ルター派）	
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
  
	
  

バッハ とバロックの関係	

社会機能的側面	




バッハとバロックの関係	


ルネサンス（対位法	
  =	
  複数の旋律線による音楽）	
  
	
  
バロック（歌と伴奏,	
  モノディー）	
  
	
  
バッハ　？	
  
　	
  

音楽書法的側面	




バッハとバロックの関係	


ルネサンス（対位法	
  =	
  複数の旋律線による音楽）	
  

	
  
バロック （歌と伴奏,	
  モノディー,	
  感情表現の美）	
  
	
  
バッハ　	
  (旋律の重なり、対位法、調和の美）	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  =	
  	
  バロック音楽の典型的なスタイルではない	
  

　	
  

音楽書法的側面	




時代様式がとらえにくい 
バロック音楽	


「バロック音楽史の見取り図をややこしくしているのは、	


　バッハという	
  『時代の最も偉大な作曲家』	
  が	


　必ずしも文句無しに	
  『時代の最も典型的な作曲家』	
  	

　とはいえない点にある 」　　　[	
  岡田	
  :	
  85	
  ]	

	


	

「バッハのイメージでバロック全体を代表させるようなことはしない方がいい」 。	


「バッハは	
  〔※当時すでに〕	
  古風なスタイルになりつつあった」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	




古典派音楽の時代	
  
〜フランス革命と市民の音楽	
  -­‐	
  	
  西洋近代藝術の興り〜	
  

	
  
　（18世紀〜19世紀初頭）	
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18世紀のヨーロッパにおいて	


	
  
	
  	
  「神に捧げるためでもなく、	
  
	
  
	
  	
  	
  	
  	
  王侯を賛美するためでもない、	
  	
  	
  
	
  
	
  	
  	
  	
  『市民による、市民のための、市民の心に訴える音楽』が、	
  
	
  	
  	
  	
  初めて生まれたのである」　	
  

	
  	
   	
  	
  
	
  	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
  岡田暁生 『西洋音楽史』	
  p.96	
  

	




「近代」とは ?  

　　　 きんだい 【近代】 
　 
　2. ( modern age )  歴史の時代区分の一。広義には近世と同義で、 
　　一般には 封建制社会 のあとをうけた 資本主義社会 についていう (広辞苑 p.733 ) 。  

  
11C頃 「封建社会」   
17C頃「絶対王政」を経過    
 
 
 
18C末「フランス革命」 
「市民社会」の成立  ( 封建社会の打破 )  

( 主従関係 )  

(自由と平等)  

中世 
  ↓ 
近世  

  ↓ 
近代 

１	
  
時代背景	




古典派音楽の時代	


1.  「古典派音楽」が生まれる時代背景	
  

2.  「古典派音楽」の音楽的特徴	
  
　　　※いかにそれは自律的であるか	
  

	
  

※音楽に限らず「芸術の誕生」に関わるうえで重要	
  



「古典派音楽」が生まれる時代背景	
  
１	
  

時代背景	




• 啓蒙思想    Enlightenment  
 

 - 17Cから18Cの西欧における旧弊打破の革新的な思想 
 - 合理的理性を尊重し、進歩主義を標榜をした 
 - 理性的思惟によって宗教的権威や王侯貴族に抵抗した 

　  - 政治、教育を通して人間生活の幸福の増進を理念とした 
　  - 基本的人権 (自然権 = 人が生まれながらに有する権利 ) の萌芽   
 　 - その成果は『百科全書』（ディドロら編, 1751-80）に編纂 
     
 
 
・「キリスト教・王侯貴族」のためから、「市民」のための文化　へ  
・   啓蒙思想が 「近代」 を 導いた 

啓蒙思想 とは 

１	
  
時代背景	




 近代主義   modernism  とは 

　　　 
近代主義   modernism 
 

・秩序よりも進歩    
・宗教よりも科学     
・個別主義 (※具体) よりも 普遍主義  (※抽象)       
・属性原理 (※ 身分など ) よりも 業績主義 (※ 実力 ) が尊重 
 

啓蒙主義 的特徴 =	

( 蒙きを啓らむ , くらきをあきらむ) 

(高橋徹 「近代主義」 『世界大百科事典 7 』平凡社、 pp.630-631 より )	


１	
  
時代背景	




「 啓蒙主義 とは	
  『伝統社会』	
  からの脱却である」	
  

	
  
	
  
「〔ヨーロッパの〕	
  『伝統』	
  の破壊と	
  『	
  新しい価値	
  』	
  の創造こそが	
  
　啓蒙主義 精神の主眼だった」	
  

	
  
	
  
「啓蒙主義 とは まさしく 人間を	
  『神』	
  とする思想 だった」	
  
	
  

	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
  松宮秀治	
  『芸術崇拝の思想』	
  pp.	
  80-­‐82.	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  

	
  
	


１	
  
時代背景	




啓蒙思想　→　市民革命（フランス革命）	
  
１	
  

時代背景	




啓蒙思想　→　市民革命（フランス革命）	
  

	
  ・　絶対主義を解体させて、近代に特有な「市民社会」を実現させる革命	
  
	
  
	
  ・  ここでの 「市民」 とは？	
  
　　　	
  -­‐　国政に参加する国民。国の形成に自律的・自発的に参加する人。	
  
　　　	
  -­‐	
  	
  市民	
  =	
  	
  大土地所有者、資本家、高級官吏、非貴族、商人、芸術家、農民	
  

　	
  
	
  
・　「宗教的権威」と「王侯貴族」からの人間の自立　（近代のはじまり）	
  
	
  
・　基本的人権の確保　（言論・表現の自由 )	
  
	
  

１	
  
時代背景	




	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
   	
   	
   	
  ※　 「藝術」 は 西欧近代主義の産物であるが、	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  「近代」 をひらく 歴史的契機となった	
  
　　　　　　　　　　　　　 「フランス革命」の様子を、映像で観ておきたい。	
  
	
  
　　　　　　　　　　　　	
  

	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  テレビ映画作品　『	
  王妃マリー・アントワネット	
  』	
  (2006)	
  
	
  	
  	
  （フランス制作,	
  15分程度）	
  

	
  
	
  

１	
  
時代背景	


(	
  ※	
  ソフィア・コッポラ による映画よりも見応えがある	
  !?	
  )	




テレビ 映画作品　『 王妃マリー・アントワネット 』   (2006,  カナダ・フランス制作 、GNBF-1227、DVD販売元：ジュネオ
ン） より 15分間        
 



「啓蒙思想」の特徴  	
  

・ 西洋中心主義	
  
	
  	
  	
  	
  	
  西洋こそが世界で最も進んだ文明であるという考え	
  	
  	
  	
  	
  
	
  	
  

・ 要素還元主義	
  
	
  物事	
  (藝術を含む)	
  	
  の本質をさぐるには、本質以外の余計な要素を極力排除すべしとする考え	
  

	
  
・ 進歩主義	
  
	
  	
  
	
  	
  	
  	
  	
  

・ 人間中心主義  	
  	
  
　	
  
　 	
  	
  
	
  	
  	
  	
  	
  ※	
  西欧近代における  「人間中心主義」 の 特異性	
  
　　「世界のいかなる文化圏、文明圏も西欧の啓蒙主義のような不遜な思想をもつことはなかった。どの文明も	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  人間以上の存在者を認め、それに服することによって世界と共存してきた」	
  	
  [松宮	
  :	
  80	
  ]	
  

１	
  
時代背景	


新しいことは良いことだとする考え	


人間は科学によって、自然を制御することができるとする	




啓蒙思想と 「藝術」	
  	
  (近代藝術)	
  

「古来、進歩的思想という、もっとも広い意味での啓蒙が追求してきた	
  
目標は、人間から恐怖を除き、人間を支配者の地位につけるということであった」	
  
[ホルクハイマー	
  &	
  アドルノ	
  :	
  	
  3	
  ]	
  

	
  
	
  
「人間が世界の主人となるということは	
  
	
  	
  人間がみずから神に代わる存在となる  ことを意味する」      〔松宮	
  :	
  80〕	


　	
  
	
  
「	
  『藝術家』　とは理念的にはみずから神となって、自己の作品を通じて、	
  
歴史と社会がいまだ発見しえなかった新しい価値を創出する	
  
	
  『創造者』	
  となることである」                                                             〔松宮	
  :	
  67〕	
  

１	
  
時代背景	




啓蒙思想と 「藝術」	
  	
  	
  	
  (近代藝術)	
  

	
  
「 『藝術』	
  という概念が ヨーロッパの芸術理論において確立したのは、	
  
　十八世紀中葉から末葉 にかけてのことである」	
  
	
  
	
  
「十八世紀中葉以前には、今日われわれが	
  『藝術』	
  と呼んでいるもの	
  
　を	
  〔略〕	
  指し示す概念 ないし術語は 存在しなかった 」	
  
	
  
	
  
「 『藝術』	
  という概念は 「近代」 の所産にほかならない 」　　	
  
　　　　　　	
  
　 	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
  ※上記全て　[	
  小田部　2001:	
  3]　　	
  

１	
  
時代背景	




ロココ様式  Rococo Style 

D.ツィンマーマン設計　「ヴィース巡礼教会」(1745頃）　（ドイツ） 　 

啓蒙思想が直接に批判した文化的対象は	
  ?	




文化的分野で、啓蒙主義的に、絶対王政を批判したのが、、 

 

ヴィンケルマン　  

J.J. Winckelmann  ( 1717 ‒ 1768 ) ドイツの美術史家 

画像： wikipedia	
  「ヨハン・ヨアヒム・ヴィンケルマン」より	


『ギリシア美術模倣論 』 (1755 )  

- 享楽的・感覚的な宮廷文化を表すロココ文化の批判 

- 美の規範を、古代ギリシャ藝術 ( 彫刻 ) にもとめた。    

- ロココ文化を「リセット」して、新たな進歩的な文化の創設を志向した  ( 新古典主義 へ )  



画像：hXp://art.pro.tok2.com/I/Ingres/vv009.htm	


画像：hXp://art.pro.tok2.com/I/Ingres/Ingres4.htm	


新古典主義絵画    　ジャン=オーギュスト・ドミニク・アングル (1780 ‒ 1867 , 仏 ) 

《グランド・オダリスク》 (1814) 

《オイディプスとスフィンクス》 (1808) 

ヴィンケルマンが良しとする様式	




啓蒙主義的芸術論としての 
ヴィンケルマン『ギリシア美術模倣論』( 1755 ) の主張 

画像： wikipedia	
  「ヨハン・ヨアヒム・ヴィンケルマン」より	


1. 〈創造性〉は神のみがもつという神話がダメ   

2.  自然、それ自体を模倣することがダメ 



啓蒙主義的芸術論としての 
ヴィンケルマン『ギリシア美術模倣論』( 1755 ) の主張 
 

画像： wikipedia	
  「ヨハン・ヨアヒム・ヴィンケルマン」より	


1. 〈創造性〉は神のみがもつという神話がダメ   

  ※ 人間中心主義、機械論、進歩主義 などの現れ 

2.  自然、それ自体を模倣することがダメ 

 ※ 自然を、ではなくて、ギリシア美術の作品を模倣すべし。 
　　なぜなら、ギリシャ彫像の輪郭の美は、自然美と理想美の 
　　両者を一つにする最高の観念だから。線描への価値付け。  
　　( ヴィンケルマン  30)。  
　 
※   人間中心主義、合理的精神のあらわれ？ 

  ※ 人間だって創造することができる。場合によっては「天才」になれる。 



啓蒙思想の特徴  :	
  	
  「近代」	
  (藝術)	
  の特徴	
  	
  

・ 西洋中心主義	
  
	
  	
  	
  	
  	
  西洋こそが世界で最も進んだ文明であるという考え	
  	
  	
  	
  	
  
	
  	
  

・ 要素還元主義　　（ 科学	
  =	
  学問領域の区分へ	
  )	
  	
  
	
  物事	
  (藝術を含む)	
  	
  の本質をさぐるには、本質以外の余計な要素を極力排除すべしとする考え	
  

	
  
・ 進歩主義	
  
	
  	
  
	
  	
  	
  	
  	
  

・ 人間中心主義  	
  	
  
　	
  
　 	
  	
  
	
  	
  	
  	
  	
  ※	
  西欧近代における  「人間中心主義」 の 特異性	
  
　　「世界のいかなる文化圏、文明圏も西欧の啓蒙主義のような不遜な思想をもつことはなかった。どの文明も	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  人間以上の存在者を認め、それに服することによって世界と共存してきた」	
  	
  [松宮	
  :	
  80	
  ]	
  

１	
  
時代背景	


新しいことは良いことだとする考え	


人間は科学によって、自然を制御することができるとする	




啓蒙思想 と 「藝術」	
  	
  	
  	
  (近代藝術)	
  

	
  	
  　啓蒙思想と市民革命を経た近代において、	
  
	
  
　　ヨーロッパは、18世紀に至り、 	
  他分野とは異なる 「藝術」	
  
	
  
　　個人における個性的な創作としての藝術が誕生する基盤が整う。	
  
	
  
　　　　つまり、この時期にいたって、	
  
　　　　　	
  

　　　　　現代の我々が考える一般的な意味での	
  
　　　「藝術」がうまれはじめる。	
  
　　	
  

１	
  
時代背景	


「個人による個性の表現」　＆　「創造性の開示」 としての「芸術」	


「自律藝術」	




古典派音楽の特徴 	


	
  
　　　	


2	
  
音楽的特徴	


・他の要素に頼らない自律的な音楽表現を追求	
  →	
  声楽から器楽へ	
  
	
  
・オペラ、協奏曲　から　→　ピアノソナタ、交響曲、弦楽四重奏曲へ	
  
	
  
・宮廷音楽（王様のための音楽）から　→　個性を表現する音楽の萌芽	
  
	
  
・対位法の様式（旋律の重なり）から　→　和声音楽へ	
  
	
  
・「自律的音楽」の形式としての 「ソナタ形式」	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  

	
  (	
  どのようにそれは自律的であったか	
  )	




古典派のソナタ形式とは	
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(	
  ※	
  モーツァルト　ピアノソナタ 第15番 第1楽章	
  	
  K545	
  の例 で解説,	
  	
  2分30秒	
  )	
  
	


※	
  K545では	
  
ここが変則的	


「自律美学」を反映するものとしての	




啓蒙思想の特徴  :	
  	
  「近代」	
  (藝術)	
  の特徴	
  	
  

・ 西洋中心主義	
  
	
  	
  	
  	
  	
  西洋こそが世界で最も進んだ文明であるという考え	
  	
  	
  	
  	
  
	
  	
  

・ 要素還元主義　　（ 科学	
  =	
  学問領域の区分へ	
  )	
  	
  
	
  物事	
  (藝術を含む)	
  	
  の本質をさぐるには、本質以外の余計な要素を極力排除すべしとする考え	
  

	
  
・ 進歩主義	
  
	
  	
  
	
  	
  	
  	
  	
  

・ 人間中心主義  	
  	
  
　	
  
　 	
  	
  
	
  	
  	
  	
  	
  ※	
  西欧近代における  「人間中心主義」 の 特異性	
  
　　「世界のいかなる文化圏、文明圏も西欧の啓蒙主義のような不遜な思想をもつことはなかった。どの文明も	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  人間以上の存在者を認め、それに服することによって世界と共存してきた」	
  	
  [松宮	
  :	
  80	
  ]	
  

１	
  
時代背景	


新しいことは良いことだとする考え	


人間は科学によって、自然を制御することができるとする	




啓蒙思想の特徴  :	
  	
  「近代」	
  (藝術)	
  の特徴	
  	
  

・ 西洋中心主義	
  
	
  	
  	
  	
  	
  西洋こそが世界で最も進んだ文明であるという考え	
  	
  	
  	
  	
  
	
  	
  

・ 要素還元主義　　（ 科学	
  =	
  学問領域の区分へ	
  )	
  	
  
	
  物事	
  (藝術を含む)	
  	
  の本質をさぐるには、本質以外の余計な要素を極力排除すべしとする考え	
  

	
  
・ 進歩主義	
  
	
  	
  
	
  	
  	
  	
  	
  

・ 人間中心主義  	
  	
  
　	
  
　 	
  	
  
	
  	
  	
  	
  	
  ※	
  西欧近代における  「人間中心主義」 の 特異性	
  
　　「世界のいかなる文化圏、文明圏も西欧の啓蒙主義のような不遜な思想をもつことはなかった。どの文明も	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  人間以上の存在者を認め、それに服することによって世界と共存してきた」	
  	
  [松宮	
  :	
  80	
  ]	
  

１	
  
時代背景	


新しいことは良いことだとする考え	


人間は科学によって、自然を制御することができるとする	


 	
 
「西洋近代藝術」の 	
 
　どこを継承し、 	
 
　どこに批判的検討を加えるか？ 	
 
　　　	
  

	
  
今日的な問い　→	
  　今日 の 「アート」 の 諸相	




主な参考文献 ・ さらなる知識のために	


・ 石井宏	
  (2004)	
  『反音楽史：さらばベートーヴェン』	
  新潮社	
  
・ ヴィンケルマン (1755 = 1976 ) 『ギリシア美術模倣論』 澤柳大五郎訳、座右宝刊行会	
  

・ 小田部胤久(2001)	
  『芸術の逆説』	
  東京大学出版会	
  
・ 岡田暁生(2005)	
  『西洋音楽史』　中公新書	
  
・ 佐々木健一	
  (2004)	
  『美学への招待』	
  中公新書	
  
・ 高橋徹 「近代主義」 『平凡社 世界大百科事典 7 』 平凡社	
  
・ ドナルド・H・ヴァン・エス	
  (1981=1986)	
  『西洋音楽史』新時代社	
  
・ 西村清和	
  (1995)	
  『現代アートの哲学』	
  産業図書	
  
・ パウル・ベッカー	
  (1926=1951)	
  『西洋音楽史』　河出文庫	
  
・ 松宮秀治	
  (2008)	
  『芸術崇拝の思想』	
  白水社	
  
・ 渡辺裕　(1997)	
  『音楽機械劇場』	
  新書館	
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石井宏	
  (2004)	
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白石嘉治	
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Web「マティアス・ヴェックマン」  （Retrived	
  2012-­‐06-­‐11)	
  
hXp://www.geociOes.co.jp/MusicHall/4053/weckmann.html	
  
	
  
	
  
Web	
  「ベルサイユ宮殿」	
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